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中山ウォーキングコースは、道路沿いの家々の花を楽しみながら手軽に歩けて、古い歴史にもふれることの出来る中山一周コースです。

コースの東には中山城（１４７０年頃の治田与七郎の居城、現在は土塁がわずかに見られる）や、中山外面（水田）の土功、水利に尽

力された岡田荘蔵義弘の碑もあり、毎年８月には間歩祭り（まんぼ祭り）が行われる場所でもあります。

北に向かうと縄文時代の石器が多数出土し、石器製作跡ではないかと言われる箇所を通ります。

西には１４４３年天台宗の寺院として開かれた安行寺（現在は浄土真宗大谷派）があります。上総一ノ宮の藩主加納家の菩提寺とされ

位牌が安置されています。鐘楼は桑名城三の丸の唐門を明治９年に移築したものです。

最後に中山神社跡の中山自治会館に戻る約３５分のコースです。


